
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ
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　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２１.６.１現在）●人口＝１５６,９６４人（－１０７）　男＝７８,８５５人（－６７）　女＝７８,１０９人（－４０）●世帯数＝６０,６６９世帯（－２７）　●市の面積＝１０３.５４㎢

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）
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童
謡
作
曲
家
・
山
中
直
治
①

　
教
師
と
し
て

　
　
　
作
曲
家
と
し
て
も

▼
ビ
オ
ト
ー
プ
化
を
進
め
る

江
川
地
区
で
、
荒
れ
て
い
た

耕
地
が
、
関
係
者
の
努
力
で

復
田
化
さ
れ
、４
月
　
日
、一
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般
公
募
の
人
た
ち
で
初
の
田

植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美

し
い
里
山
の
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
皆
さ
ん
本
当
に
楽
し

そ
う
で
し
た
。
ま
さ
に
「
努

力
は
夢
を
結
実
さ
せ
る
」
で

す
▼
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
、
市

民
会
館
で
は
、
あ
る
女
優
さ

ん
が
来
館
さ
れ
、
大
型
テ
レ

ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
撮
影

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
６
月
６

日
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
C

M
で
す
▼
そ
の
女
優
さ
ん
が

野
田
に
残
し
て
く
だ
さ
っ
た

色
紙
に
は
こ
う
あ
り
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
夢
を
」 　
（
き
）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）奥野循環器科クリニック（☎７１２３－７７１１）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）５日（日）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）野田南部診療所（☎７１２１－０１７１）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１２日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）新村医院（☎７１３８－２１０３）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）１９日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）丹保医院（☎７１２９－３５５７）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）２０日（月）

遠藤産婦人科医院(☎７１２４－７８６０）小澤医院（☎７１２２－３９８０）野田中央病院（☎７１２２－６１６１）２６日（日）

　
平
成
５
年
、
山
崎
に
あ
る
山
中

直
治
の
生
家
な
ど
か
ら
、
大
量
の

楽
譜
や
レ
コ
ー
ド
、草
稿
ノ
ー
ト
、

手
紙
類
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
未
発

見
」
の
も
の
が
多
く
、「
日
本
童
謡

史
」
の
一
部
を
埋
め
る
こ
と
が
出

来
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

　
発
見
当
時
は
新
聞
紙
上
で
も「
山

中
直
治
の
直
筆
譜
面
な
ど
発
見
」

「
山
中
直
治
の
直
筆
楽
譜
な
ど
　100

余
点
」
な
ど
、
大
き
な
見
出
し
を

つ
け
て「
歴
史
的
な
新
発
見
」を
報

道
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
発
見
さ
れ
た
資
料
は
、
そ

の
後
、
ご
遺
族
の
ご
厚
意
に
よ
り

野
田
市
郷
土
博
物
館
に
す
べ
て
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
か
ら
は
、
童
謡
作
曲
家
で

あ
り
、
か
つ
小
学
校
教
師
で
あ
っ

た
山
中
直
治
が
残
し
た
業
績
を
、

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
山
中
直
治
は
、明
治
　（
１
９
０

39

６
）年
１
月
　
日
、父
紋
次
郎
、母
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や
い
の
長
男
と
し
て
東
葛
飾
郡
梅

郷
村（
現
在
の
野
田
市
山
崎
）に
生

ま
れ
、
大
正
元（
１
９
１
２
）
年
４

月
、生
家
の
近
く
の
東
葛
飾
郡
梅
郷

尋
常
高
等
小
学
校（
現
在
の
野
田
市

立
南
部
小
学
校
）に
入
学
し
ま
し
た
。

　
少
年
時
代
の
山
中
を
知
る
資
料

は
、
あ
ま
り
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

す
べ
て「
甲
」と
書
か
れ
た
尋
常
科

５
年
生
の
時
の
成
績
表
や
、「
甲

上
」と
評
価
さ
れ
た
高
等
科
時
代
に

書
か
れ
た
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
書
道
は
と
て
も
 丁
  寧
 に
書
か
れ
、

て
い
 ね
い

真
面
目
で
、
か
つ
几
帳
面
だ
っ
た

性
格
が
よ
く
分
か
る
資
料
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
山
中
直
治
は
、
い
つ

ご
ろ
か
ら
音
楽
に
関
心
を
持
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

い
た
」と
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
い
ま
す
。

　
直
治
は
、
特
別
に
音
楽
学
校
で

専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
千
葉
師
範
で
は
瀧
口

竹
松
に
、ま
た
、大
正
　
（
１
９
２

14

５
）
年
か
ら
勤
め
た
野
田
尋
常
高

等
小
学
校
（
現
在
の
野
田
市
立
中

央
小
学
校
）で
は
、乗
松
隆
一（
１

９
０
２
～
１
９
７
５
）
に
和
声
を

学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
乗
松（
別
名
・
昭
博
、明
広
、立

一
）
は
、
山
田
耕
作
の
内
弟
子
で
、

当
時
、
町
立
野
田
高
等
女
学
校
に

非
常
勤
で
音
楽
を
担
当
し
、
作
曲

家
と
し
て
も
活
躍
。
昭
和
　
（
１

14

９
３
９
）
年
、
内
田
吐
夢
監
督
の

映
画「
土
」（
長
塚
節
）の
音
楽
を
手

が
け
た
り
、
豊
島
区
立
目
白
小
学

校
、
平
塚
学
園
高
等
学
校
、
土
浦

日
本
大
学
高
等
学
校
な
ど
数
々
の

校
歌
も
手
が
け
て
い
ま
し
た
。

※
文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
千
葉
日
報
」
昭
和

　
年
３
月
　
日
／
「
よ
み
が
え
る

56
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山
中
直
治
童
謡
の
世
界
」
野
田
市

郷
土
博
物
館

19歳ころの山中直治

　
弟
の
民
夫（
当
時
）は
「
実
家

に
音
楽
担
当
の
女
性
教
師
が
下

宿
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
音
楽

に
興
味
を
覚
え
、
千
葉
師
範
時

代（
大
正
　
年
～
　
年
）か
ら
音

10

14

楽
に
打
込
ん
で
、
各
地
の
ピ
ア

ノ
演
奏
会
な
ど
に
も
出
演
し
て

高等科時代の習字／野
田市郷土博物館所蔵


